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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

このホームの特徴
①地域とのお付き合いについては、開設所期の時点でゴミの問題があり、それを契機として
地域の方との話し合い、地域清掃作業に利用者と一緒に参加するようにななって以来、地域
とのお付き合いも密となり、これに運営推進会議に事業所会議での町内会長、民生委員のご
協力があって、一層深いお付き合いに進展した。地域で行われるバザール、自衛隊フェス
ティバル、みかん狩り、敬老会、車椅子ダンスパーティなどにも招待して頂けるようにな
り、加えてゆりの花が３グループホームで、ここ武で行う夏祭りには町内会からテントや器
械を借りて模擬店、バザー、アトラクションには民生委員の方のご協力を頂き、町内会の回
覧板にチラシを入れてもらい、ここの町内会以外からもバザーへの参加、品物の寄付などを
頂き一大イベントとして定着している。地域密着の見本のようなホームである。
②職員の意向の経営への反映としては、管理者以上の業務連絡会議、管理者主任会議、各
ホーム毎の常勤者会議の３層の会議を機能させ、今回の補助金の活用の仕方までを含めて意
思決定している。委員会活動では、特に防災委員会はこの武の２階が起案元となり、３ホー
ムで委員を出して展開し、防災訓練（毎月）、防災新聞のの発行、防災標語と活発な活動を
展開している。
③介護計画についてはＩＣＦの視点に基づく課題分析（アセスメント）表により問題、課題
を抽出し、カンファレンスにより介護計画に組み込んでいる。カンファレンスに先立って前
回のアセスメント表を部屋担当者に渡し、変化を記入してもらい、それを中心にカンファレ
ンスを行っている。
④入居者は横須賀市内の方であり、今までの地域の人や場所との関わりが維持できるよう
に、車で懐かしい場所、デパートの買い物に行ったり、趣味の釣りや居酒屋にお連れした
り、面会の友人を受け入れたりとこまめにフォローしている。

ゆりの花（衣笠・森崎）全体で、防災委員会を発足し、防災に対する意識づけから、
避難訓練等を各ユニットごとに利用者と共に行っている。積極的に研修の参加をして
おり、カンファレンス時に、参加者が報告をしている。又、研修費用・時間給の支給
がある。年に１回イベントとして「夏まつり」を開催し、ＧＨの活動を地域の方々に
理解して頂けるよう、働きかけている。したい事を大切に、ご本人の意欲のわく事柄
を大切にしている（習い事、ドライブ、買い物）「老いてこそ身体のケアが大切」と
自覚して頂く介護をしている
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホームゆりの花・武

１ユニット

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

ホームで発生したトラブル等は速やかに担当者
へ報告し、協力して貰っている。また、運営面
でも不明な点等あれば、その都度連絡し相談す
る。

横須賀市はグループホーム育成に熱心であり、市町
村と情報の交換をし、共有を密にし、サービス提供
に取組んでいる。又、市で実施されている研修等に
も参加しているホームで発生した事柄については報
告したり相談したり出来る関係にある。生活保護の
担当との連繋もある。

今後の継続

独自に開催している夏祭りはホーム内を開放
し、見学出来るようにしている。また、その時
に、一般の方の介護等の相談も行っている。

事例発表をし、ＧＨのサービスの実態を報告
し、そこで得た意見はカンファレンスにて、他
のスタッフにも報告し、サービスに繋げていけ
るように努めている

事例発表による実態報告や認知症の理解を深めて頂
くため、入居者のご家族のお話などをして頂く中で
グループホームを理解して頂くようにし、民生委員
等に率直な意見をもらっている。メンバーは町内会
長（又は副会長）、民生委員（2名）、家族代表と
ホーム関係者である。

今後の継続

理念は玄関に掲げており、ケアプラン作成時も
理念を基本に考えていくようスタッフと話し合
いをしている

理念を玄関にかかげ、2Ｆではフロアの理念をサブ理
念とし、生活を楽しめる事を主軸とし、生活を図っ
ている。本部の運営基本方針に添った法令遵守、社
会規範の尊重などをベースとしながら介護計画策定
の際に理念を意識し、その緩神を組み込むよう努め
ている。

今後の継続

町内清掃の参加や地域の福祉バザールへの参加
を積極的に行っている。また、ホーム独自で夏
祭りを開催し地域に開かれたホームを目指して
いる

月１回の地域の清掃への参加、地区福祉バザーの参
加を積極的に行っている。ホームが主催となり、夏
祭りを行い、地域に開かれたホームを目指してい
る。その他町内会からのお誘いで自衛隊フェスティ
バル、みかん狩り、敬老会、車椅子ダンスパーティ
などへは可能な人の参加をさせて頂いている。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

道路に面した立地と施設外徘徊（一昼夜行方不明）
の実態から、玄関の施錠はやむを得ずしている。そ
の他の拘束については研修等には積極的に参加し、
理解を深め、拘束をしないケアに取り組んでいる

「一時性、非代替性、切迫性」のある時は必ず家族の書面
の許可を得て実施している。又、その経過を終了するまで
フォーカスに記載している。身体拘束の研修等について
は、積極的に参加し拘束のないケアに取組んでいる。現
在、外に出たがる方が1名いて、施錠せざるを得ない状況に
あるが、その方については１日1回外に出て買い物等して頂
くことで少しでも勝手に出たい感じが起きないよう対応を
している。戸をガラス張りのものにしない、散歩の希望に
は直ぐ対応しないこまめな対応で閉塞感をなくすよう努め

今後の継続

寄せられた要望に対し、カンファレンスにて話
し合い最大限に応じられるように努めている。
年に１回家族会を開き意見や要望を取り入れる
機会を設けている。

定期的に家族へのアンケートを実施、又は、家族会
の開催によるご家族の意見、要望を把握し指針に取
り込んでいる。頂いたご意見についてはカンファレ
ンスで話し合い、最大限に応じられるよう努めてい
る。ご家族には毎月個人記録をコピーしたものをお
送りし、来訪の少ない方にはお電話で状況をお知ら
せし、写真なども同封し近況を伝えている。

今後の継続

管理者・責任者は研修等参加し、勉強している
が、職員の理解度は現状では低いと思われる。
今後は学習の機会を検討していきたい

改定時には、速やかに説明を行い、疑問には担当者が対応する
体制が整っている。契約書とっ重要事項説明書は見学時、入居
時に必ず確認している。また、介護保険料の改定のあった時
は、その都度、お便りを出し同意書を取っている。家族会の時
にも説明し、理解・納得を図っている

対象となる研修に出席し、月１回のカンファレ
ンスにて報告をし、全スタッフが周知出来るよ
うにしている。また、市で配られるチェック
シートを全職員に配布し、意識を高めている

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入所判定面談の時点で、ご家族を含めて利用者
様の要望等を傾聴し、暫定的にケアプランを作
成し、スタッフにも状況の共有化をし、ケアを
行っている

ゆりの花が研修会を主催し、他事業所の職員に
も参加して貰っている。協議会に加入し役員を
行う事により研修や勉強会を積極的に取組んで
いる

職員の勤務日数勤続に年数に応じ、能力を把握
し担当を持ってもらっている。資格取得に向け
会社で支援制度や、研修制度を設け職場環境の
整備に努めている

積極的に研修へ出席している／研修参加に対す
る時給・交通費等を発生させ参加を促してい
る。１回/月のカンファレンス時に発表し、皆で
考える機会を設けている

１回/月のカンファレンスにて話し合いの機会を
設けている。他にも、主任会議・業務運営会
議・防災委員会等を行い、職員の意見を取り入
れ反映させている。

月１回のカンファレンスにはホーム長・管理者・主
任が出席し、利用者ケアのみならず、運営雇用等に
ついて意見討議する場になっている。事前カンファ
レンスアンケートを毎回スタッフに取り、常にス
タッフ全員が意見を述べる機会を定期的にもってい
る。ホームの会議の上位には管理者主任会議、業務
運営会議などがあって全ホームの意志決定をする
他、防災委員会活動も各ホーム委員2名で構成され、

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご家族以外の面会も多くあり、共に過ごせるよ
うに支援している。また、面会時、次の面会繋
げる様、支援している。

「家に帰りたい」という当たり前の思いを大切にし、帰る
機会を持っている。グループホームに入所をしても今まで
通り、自分の行きたい時に、行きたい所へ行ける。と言う
感覚を持っていてもらえるよう支援している。例）今まで
通っていた神社のお参り。昔から行っていた商店街,自宅へ
ドライブがてら利用者の仲間と行きたい時に行っている。
釣へお連れしたり、居酒屋へ行ったりもしている。

今後の継続

利用者様に、家事等に参加してもらうより支援
している。その為、料理の味付けや掃除の仕方
等、利用者様から教えてもらう場面が多い

利用者様と共にご家族のケアも視野に入れ、行
事への参加や面会時には不安を取り除くよう努
めている。スタッフが間に入り調整するように
している。

入所時に、面談で得た情報を基に、暫定ケアプ
ランを作成するようにしており、その際に要望
を聴いている

入居時に面接を行った時に本人の状態や、家族
の希望を確認しアセスメントしている。入所時
暫定ケアプランを作成している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

「自発的」に行っている事に関しては安全面に
配慮しながら、納得がいくまで行ってもらって
いる。

日常の会話の中から、利用者様の要望を聞き、
カンファレンスのケアプラン更新に取り入れて
いる。

ICFの視点に基づく課題分析(アセスメント)表により
問題点、課題を抽出してカンファレンスにかけ、ケ
アプランに反映させている。居宅担当者が中心とな
り、ケアプラン作成前は必ず本人と面談し、本人の
意向を尋ねアセスメントシートに加算してカンファ
レンスに論んでいる。カンファレンスでスタッフの
意見も取り入れ、最善の方法を検討している。

今後の継続

ご家族からの情報と日常の会話で回想法を用い
ながら生活歴等の収集に努めている。また、カ
ンファレンスで職員に考えてもらう機会を作っ
ている。

在宅復帰された方に、夏祭りのお知らせ等で連
絡を取っている。その際に現在の状況を伺って
いる。

　Ⅲ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

仲の良くない利用者様の言動を把握し、リビン
グの席替えを配慮したり、仲の良い利用者様同
士には介助を手助けしてもらいながら関わりを
持ってもらっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ゆりの花全体で夏祭りを実施したり、地域で行
う敬老会等に参加する等、地域の方々と触れ合
う、機械を持つように努めている。

１回/月委託医の往診を受け、それ以外の医療機
関の診察を希望される場合は委託医と連携し、
情報提供がスムーズに行えるよう支援している

入所時にはホームの提携医院の説明もするが、本
人・家族の希望を第一優先としている。現状ではか
かりつけ医は医療連携医の三輪医院の千場先生に主
治医をお願いしており、ご家族と通院したケースに
ついても千場先生のところに情報を集めるようにし
ている。看護師は日常は介護職として勤務してお
り、かなりの比重で相談出来る体制がある。

今後の継続

ホームでの生活が分かるよう個別記録を記入
し、毎月コピーをご家族に送付している。特変
事項に関しては、業務日誌に記録しリアルタイ
ムで情報を共有できるようにしている

ニーズに応じ魚釣りや居酒屋への外出支援をし
ている。利用者様の希望により集団外出と個別
外出を行っている。

家族からの要望と利用者様の日常の言動から得
た情報をふまえ、カンファレンスにて話し合
い、ケアプランに繋げている

ケアプラン作成時やモニタリング時は本人の日
頃の言動から得た情報や家族に意向を確認し、
カンファレンスで職員全員が話し合っている。
前述のようにICFのアセスメント表を活用してい
る。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

定期的に避難訓練を実施している。又、事務所
会議で避難訓練を実施し、地域の方々にＧＨの
実態を知ってもらい、アドバイスを頂いたり、
協力を得られるような体制を取っている

開所年度から毎月避難訓練の実施をしている。三年
目の今年からは夏季に夜間実施もスタート。いずれ
も利用者様が常に過半数参加している。年一回の消
防署合同の訓練も実施している。ゆりの花３事業所
で防災委員を開き昇上を図っている。防災委員会の
活動は3ホーム合同で行い、共通認識でかなり先進的
な活動を続けている。

今後の継続

終末期ケアに関する要望をご家族より書面で頂
いている。それに向けカンファレンスや研修を
行いながら、家族・ホームドクター・スタッフ
がチームで支援に取り組んでいる。

主治医と常に連携を取り、ターミナルケアについて
三者（家族、ホーム。医師.）身体状態の段階が変化
する毎にケア方針を取り決めている。終末期ケアに
ついては既に経験済みであり、職員も希望があれば
お受け出来る心構えは出来ており、ご家族のご希望
があればケアをして行く意向は持っている。

今後の継続

急変時におけるマニュアルがあり、スタッフに
は状態観察を出来るように指導しており、正し
い情報を主任に伝えられることができる

特変事項は看護師に伝え、直接診てもらい、処
置の方法等の指示を得ている。何かあれば、す
ぐに相談できる体制になっている。

ご家族の要望に応じ、入退時の説明に同席し、
利用者様の情報を提供したり、退院後の注意事
項の説明を受けたりしている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

食事がマンネリ化しないよう、パンの日と麺の
日を設けている。下ごしらえ、味見等を一緒に
行っています。片付けは利用者様が積極的に手
伝ってくれている

朝刊の広告を見ることからスタートとし、ＴＶや会
話を通して、欲しい物・食べたい品がリクエストさ
れ、ホーム、各ユニットとも独自メニューを作りグ
ループホーム初期の流れを含む踏襲している点すば
らしい。スタッフと共に散歩、ドライブしながら買
物いに行く生活をしている。昼食作りには毎回半数
程度の利用者が参加している。

今後の継続

毎朝の体操の際に１日の予定を話し、それ以外
は自由に過ごして貰っている。レクリエーショ
ン等も行うが本人の希望を優先し希望に沿って
支援している。

起床時に整容の声掛けや場合いにより、介助も
行っている（髭剃り等）髪の毛のカットの際に
は職員が間に入りどのような髪型にしたいか要
望を伝えている

間違ったな服の着方をしている方に対し、まず
はその着方を褒め、「もっと似合う服がある」
と話し気持ち良く更衣出来るように促すなど対
応している。

高齢者を先輩として尊重することを基本として
いる。スタッフから利用者へだけではなく、利
用者間においても、その機能が働く様、常に努
力している。プライバシー問題については、運
営基本方針に掲げ、常に念頭に置いて活動をし
ている。

今後の継続

利用者様の思いや希望には傾聴し、出来る限り
対応できるようにしている（魚釣り・外食等）

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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次のステップに向けて

期待したい内容
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己
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価
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

毎日１０時の水分補給時にプルーンを提供して
いる。又、ほぼ毎日、体操を実施している。排
便チェック表にて管理し、便秘傾向の方へはオ
リゴ糖入りのヨーグルトを提供し、自然排便を
促している

入浴日は決めているが、当日の体調や気分に応
じ柔軟に変更している。希望に応じ１日おきに
入浴出来るよう配慮している

大まかな曜日を設定をし、週２回以上を基本と
しているが、本人意思確認の上での入浴であ
り、入りたくない時には入らず、入りたい時は
いつでも入れられるように支援している（夜間
対応可）又、入浴拒否の強い利用者と共に銭湯
に行ったりしている。

今後の継続

ご本人が歯磨きした後、口腔内のチェックをし
ている。必要があれば、仕上げ磨きを行ってい
る。

自立の利用者様も含め、個々の排泄チェックを
し、個々の排泄パターンを把握し、トイレ誘導
をしている。立位困難な利用者様もスタッフが
２名で対応し、日中はトイレでの徘徊を支援し
ている

自立の方も含めて個々の排泄チェックにより排
泄パターンを知り、上手に誘導したり、排尿感
覚を失わないよう支援している。必要以上の介
入はしないよう心掛けている。時間パタンを読
んだ誘導で失禁をなくすことに成功したケース
もある。

今後の継続

毎食の食事・水分摂取量をチェックしている。
食事・水分量（1500ｃｃ/日以下）が少ない場合
は、申し送り、情報を共有し低下し続けないよ
う工夫して食事・水分量を確保している
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

金銭はホームにて管理しているが、バザー等に
参加する場合は個々にお小遣いを渡し、好きな
物を自由に使っている

入居判定の段階で仕入れた情報の他、日々ス
タッフが会話の中で分かった事をケアの中に取
り入れている

一人ひとりの希望にそってまた、地域の敬老会
にも参加出来る様支援している。魚釣りや居酒
屋への外出を実施している。

サイカ屋の催事場、城ケ島、逗子の清水くみと
り、売却してしまった家を見たい、パチンコが
したい、酉の市に行きたい、花を買いに行きた
い、釣りに行きたい、居酒屋に行きたい等の要
望に対応している。買い物の際は財布を渡して
いる。

今後の継続

ソワソワして落ちついて寝付けない時は、リビ
ングでマンツーマン対応している。また、起床
時間・就寝時間は特に定めず、一人ひとりの生
活習慣を大切にしている。

スタッフ全員が目を通すファイルにお薬表を添
付している。又、副作用等、状態観察を要する
場合はその都度主任が指示している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

御仏壇等の持ち込み、使い慣れたものの中で生
活出来るよう、入居時に家族に説明し、理解し
てもらい支援している。

入所前に本人家族と話し合い、ご本人の今まで
の生活の雰囲気を変えることなく暮らせる工夫
をしている。仏壇、使い慣れたものを持ち込
み、入居時にしていた生活を持ち込んで生活し
てもらっている。

今後の継続

各居室には表札、トイレの場所を示す矢印等を
作り，混乱等を軽減するよう工夫している

トイレの場所を示す矢印を手作りしたり、リビ
ングは季節ごとに飾り付けている。又、排泄後
の臭いの後始末にも配慮している

清潔感・視界がうるさくない・温度・湿度・明度を
配慮。リビングに温度・湿度系を常設している。夏
は26度以下厳禁、冬は湿度管理徹底をしている。ト
イレの場所を示す矢印、季節の飾り付け、排泄臭の
ない配慮などを行っている。楽しい写真を貼り出し
ている。

今後の継続

食事時以外のリビングの席はほぼ自由で、利用
者様の居心地の良い場所で過ごせるように支援
している

要望に応じ、電話をかけている。又、面会の少
ない利用者様にはホームから電話をし、ご家族
と会話できるよう支援している
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームゆりの花・武

２ユニット

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

フロアの理念をサブ理念とし、生活を楽しめる
事を主軸とし、生活を図っている。

月１回の地域の清掃、地区バザーの参加を積極
的に行っている。ホームが主催となり、夏祭り
を行い、地域に開かれたホームを目指してい
る。

民生委員を仲介とし、地域の認知症をもつ家族
の方の見学、相談にのっている。

認知症の理解を深めて頂くため、共に過ごす事
や、ＧＨ入居によっての家族の様子の話を聞い
てもらう。地域の一般市民の代表として民生委
員に率直な意見をもらっている

市町村と情報の交換をし、共有を密にし、サー
ビス提供に取り組んでいる。又、市で実施され
ている研修等にも参加している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束、虐待等のセミナーに責任者のみなら
ず、スタッフの多くに順番に参加して貰い、研
修報告として、カンファレンス時に全員に発表
して貰っている。

事業所の管理者は研修等参加し、勉強している
が職員の理解度は現状では低いと思われます。
今後、そのような事例にもすぐ対応できるよ
う、学習の機会を検討していきたいです。

契約前のアセスメント時点において、概要説明
を行い、契約は理解を得ている状態で行ってい
る。また、介護保険の改定時にはお便りを出し
たり、家族会の時に説明し同意を得ている。

定期的に家族へのアンケートを実施、又は、家
族会の開催によるご家族の意見、要望を把握し
指針に取り込んでいる。

「一時性、非代替性、切迫性」のある時は必ず
家族の書面の許可を得て実施している。又、そ
の経過を終了するまでフォーカスに記載してい
る
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

月１回のカンファレンスにはホーム長・管理
者・主任が出席し、利用者ケアのみならず、運
営雇用等について意見討議する場になってい
る。事前カンファレンスアンケートを毎回ス
タッフに取り、常にスタッフ全員が意見を述べ
る機会を定期的にもっている

市内のグループホーム研修会を通じ、又、西地
区内の同業者の利用者を含めた交流をしてい
る。スタッフ同士でも研修や意見交換が出来て
いる。

年一回に職員・主任・ホーム長で一人ひとり面
談を行い、日々の努力や感謝を職員に伝えてい
る。そして面談シートを基に、次の目標の設定
も行いモチベーションを上げるように努めてい
る。処遇に対しても確認を取っている。

社内研修を積極的に実施している。介護技術のみならず医学
的知識、救命、防災に力を入れている。毎年１回、普通救命
講習をカンファレンス時に開催し、スキルの維持向上を図っ
ている。介護福祉士の資格取得推奨、認知症全国グループ
ホーム大会の毎年参加、発表を行っている。又、介護に関す
る多岐分野の優れた情報は日誌に掲載。個人的研修の折は、
シフトの最優先をしている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

見学やアセスメントの階段からご本人の生活や
ご家族の状況把握、精神面を重視し、受容傾聴
を通して、本人、ご家族の抱える問題点を受け
止め、ケアに繋げている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

面接時に利用者の状況・希望・家族の希望を充
分確認し、時間を掛けてアセスメントを行って
いる。

生活・ご本人の大切にしている事・病気等の疾病面を
広く詳しく把握するように努めている。必要と考えら
れる点を確定した際は、本人・ご家族に提示し、ブレ
がないようにケアに繋げている。ご家族の負担になら
ない範囲での他のサービス（マッサージ）をも利用し
ている

利用者様は人生の大先輩という位置づけを基本とした
待遇をしている。起床時から夕食後の片づけに至るま
で、生活の仕事はスタッフ・利用者の行動はほぼ同じ
である。共に考え、感じ行動する中で、認知症を患っ
ていても、変わらないコミュニケーションが取れる環
境づくりを心掛けている。

「ＧＨに入所したから後はよろしく」とならない様
に、常に家族に声を掛けている。ご本人から家族へ電
話をしたり、行事にご家族に参加の声掛けをしたり、
毎月のフォーカスで身体面、精神面の状況報告を送
り、ご家族との絆の大切さを常に投げかけるように努
めている

「家に帰りたい」という当たり前の思いを大切にし、
帰る機会を持っている。ＧＨに入所をしても今まで通
り、自分の行きたい時に、行きたい所へ行ける。と言
う感覚を持っていてもらえるよう支援している。例）
今まで通っていた神社のお参り。昔から行っていた商
店街,自宅へドライブがてら利用者の仲間と行きたい
時に行っている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

行動派、消極派、年代、生活歴、認知度等を基
に、コミュニケーションを取り易い席の配慮を
行っている。また外出時は、ドライブの際のメ
ンバーの考慮等を重視している。

在宅復帰した利用者とその家族との交流を行っ
ている。一度退去した利用者がその後再入所し
たケースもある。

　Ⅲ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ケアプランに反映させている。ケアプラン作成
前は必ず本人と面談し、本人の意向を尋ねてい
る。また、カンファレンスでスタッフの意見も
取り入れ、最善の方法を検討している。

入所に至る前に広く詳しく聞き、入所後、本人
との会話中で、情報把握をしている。又、面会
時等を生かし家族、友達等から教えて頂いてい
る

スタッフ全員が連携する時により、現状の把握
を行っている。一人が気がついた事を全員が共
有できるよう情報を伝え共有化する事を徹底し
ている。
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実施状況 実施状況
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ケアプラン作成時やモニタリング時は本人や家
族に意向を確認し、カンファレンスで職員全員
が話し合っている。

個人記録はフォーカスに記入し、小さな変化や
留意点等は日誌に記載し、共有化した上で、業
務についています。変更や新しい対応が必要な
場合はミニカンファレンスを行う

入浴を不得意とする利用者は銭湯を取り入れて
いる。家族と疎遠の利用者は入院時はスタッフ
が毎日かわるがわるお見舞いに行っている

「昔通っていた俳句の会に再び入会したい」の
思いを大切に再入会を試みたり、デパートでの
買い物に行ったりしている。

入所時にはホームの提携医院の説明もするが、
本人・家族の希望を第一優先としている
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実施状況 実施状況
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価
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

週一回のナースの訪問。ナース自身、ゆりの花
の勤務者であり、利用者の把握がより深く出来
ている

入院時の立ち合い。退院前のムンテラを家族と
共に同席している。入院中、出来る範囲で見舞
に行っている

主治医と常に連携を取り、ターミナルケアにつ
いて三者（Fa.ホーム。Dr.）身体状態の段階が
変化する毎にケア方針を取り決めている

武２Ｆは全員のスタッフが普通救命以上のランクの資
格を有し（指導員１名、上級3名）毎年１回救命講習
をカンファレンス内で実施、スキル維持に努めている

開所年度から毎月避難訓練の実施をしている。
三年目の今年からは夏季に夜間実施スタート。
いずれも利用者様が常に過半数参加している。
年一回の消防署合同の訓練も実施している。ゆ
りの花３事業所で防災委員を開き昇上を図って
いる
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

最高齢者を基本としている。スタッフから利用
者へだけではなく、利用者間においても、その
機能が働く様、常に努力している

日常生活は朝食時から沢山希望が交わされてい
る。スタッフが話しかける事で利用者は様々な
事柄について考えたり、感じたり、思いを抱い
ている。又、それを率直に表現されている

一人ひとりのペースを大切にする事はゆりの花
の理念でもある。業務よりも利用者の心を大切
に「利用者本位」を常に心がけている

本人だけでは同じ物を着続ける傾向にあるが、
スタッフが寄り添い、色々な服を楽しめる様に
声かけする事で、持っている服を数々楽しむこ
とができている。外出の際の化粧。朝のヘアス
タイルのセットは日常になっている。

朝刊の広告をスタートとし、ＴＶや会話を通し
て、欲しい物・食べたい品がリクエストされ
る。スタッフと共に散歩、ドライブしながら買
いに行く生活をしている。昼食は毎回半数の利
用者が介入している。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

医療との連携で療養食の対応もしてきた（腎不
全、ＤＭ、高脂血薬）１日1500ｃｃの食事以外
の水分摂取を基本としている。老人に多く見ら
れる亜鉛付属の予防として、魚類を摂取を心げ
けている。又、排便がスムーズになる様、野菜
を沢山取り入れている

夜間帯は歯ブラシ・コップ・義歯すべて毎日洗
浄し管理保管している。義歯不一致や口腔内異
常見られる際はすぐに家族の確認を取り歯科往
診等の対応をしている。

９名中定時誘導は１名のみ。排尿感覚を失わな
いよう支援している。必要以上の介入はしない
よう心掛けている。

食事・飲料・運動　に工夫をしている。又、医
療と密に連携をとっている。

大まかな曜日を設定をし、週２回以上を基本と
しているが、本人意思確認の上での入浴であ
り、入りたくない時には入らず、入りたい時は
いつでも入れられるように支援している（夜間
対応可）又、入浴拒否の強い利用者と共に銭湯
に行ったりしている
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

生活習慣・健康状態・精神状態に応じた休息の
支援をしている。午前は太陽をあびる事。体を
動かす事を基本としている

処方薬ファイルを作り、年間処方された薬をす
ぐに閲覧できるようにしてある。また、薬手
帳、温度表にも記載されている。

あみもの・漬物づくり・ショッピングぬいも
の・書道・花づくり・歌・ペット・等生活歴の
延長の暮らしをしている

例）小泉純一郎に会いたい→車椅子で後援会に参加再開でき
る。サイカ屋の催事場へ。城ケ島、逗子のしみずくみとり、
売却してしまった家を見たい。パチンコがしたい。酉の市に
行きたい。花を買いに行きたい等の要望に対応している。買
い物の際は財布を渡している。通常ホーム内では「みんなの
お金はどこに行ったか分からなくなると困るので、金庫に入
れてありますのでご安心ください」と言ってある

外出時には個人の財布を持って、好きな物を購
入している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

家族の面会や電話は、２４時間自由にしてい
る。利用者の気持の落ち着かない時はスタッフ
から電話・手紙をもちかけるようにしている

清潔感・視界がうるさくない・温度・湿度・明
度を配慮。リビングに温度・湿度系を常設して
いる。夏は26度以下厳禁、冬は湿度管理徹底を
している

テーブルやソファーの位置を変えたり、動かし
たりする事で、楽しく過ごせる様に空間を作っ
ている。

入所前に本人家族と話し合い、ご本人の今まで
の生活の雰囲気を変えることなく暮らせる工夫
をしている

ＡＤＬに応じた動線の長さを考慮している。忘
れても分かりやすい環境づくりをしている
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事業所

作成日 21　年　11月　21日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1

スタッフの意見や意欲を
引き出す

フロア独自の理念をつく
る

３ケ月

2

地域との関係をより密接
にしていく

地域との関係をより密接
にし、開放的なホーム作
りをする

３ケ月

3

4

5

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

カンファレンスにて意見
交換をする

積極的に地域の催し物に
参加していく

容

目　　標

グループホーム ゆりの花・武

目標達成に向けた

具体的な取組み内
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